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令和３年第３回定例会　議案等審議
会期　８月31日～９月22日（23日間）

　案 件 数　　　市長提出議案……………………18件
　　　　　　　　議会提出議案……………………２件
　　　　　　　　請願………………………………１件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　21件

このうち5つの項目についてピックアップ！

Pickup.01 【令和２年度決算】コロナ禍等により税収が減少・不納欠損額が増加

　
個
人
市
民
税
は
０
・
２
％
減
、
法
人
市
民

税
は
20
・
１
％
減
少
と
な
っ
た
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
個
人
市
民
税
の
収
入
未
済
額
お
よ
び

不
納
欠
損
額
が
増
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
だ
ろ
う
が
、
要
因
の
詳
細
は
何
か
。

答
弁　
収
入
未
済
額
増
加
の
主
な
要
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
徴
収
猶
予
で
す
。

不
納
欠
損
額
増
加
の
要
因
は
、
生
活
困
窮
の

た
め
執
行
停
止
を
か
け
ま
し
た
が
、
３
年
間

生
活
が
変
わ
ら
な
い
た
め
不
納
欠
損
と
な
っ

た
ケ
ー
ス
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、

従
来
か
ら
の
事
業
不
振
に
よ
る
も
の
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
事
業
経
営
悪
化
も

重
な
っ
た
こ
と
が
要
因
に
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

議
員　
様
々
な
事
情
も
分
か
る
が
、
多
く
の

市
民
が
納
得
い
く
よ
う
な
滞
納
処
分
も
必
要

だ
。
差
し
押
さ
え
等
の
金
額
や
件
数
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

答
弁　
令
和
２
年
度
の
実
績
は
、
債
権
が
37

件
、
金
額
に
し
て
４
３
３
万
円
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

認
第
１
号　
令
和
２
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
【
歳
入
第
１
款　
市
税 　
決
算
額
・
51

億
２
６
５
４
万
２
千
円 

】

　　　　　　　令和2年度決算を審議し、全9案件を認定。

　　＜一般会計＞
　　　歳入　319億  969万2,286円
　　　歳出　309億2,363万3,073円
　　　　　〈特別会計・事業会計〉※主な決算額は以下のとおり
　　　　　　◆国民健康保険特別会計
　　　　　　　歳入　37億9,919万402円　　歳出　36億8,026万7,019円
　　　　　　◆寒河江市立病院事業会計
　　　　　　　収益的収入　19億8,543万5,039円　支出　19億3,911万7,201円
　　　　　　　資本的収入　１億　995万2,500円　支出　１億5,978万4,248円

※全ての提出議案名と採決結果は５～６ページに掲載しております。
　また、各会議の詳細については議事録の閲覧、インターネット中継をご覧下さい！
　https://www.city.sagae.yamagata.jp/shigikai/　寒河江市議会→議会中継・議事録

寒河江市議会　寒河
江
市
議
会
　
寒
河市

議
会
　
寒
河
江
市

江市議会　寒河江

ポイント
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Pickup.02

Pickup.03

【令和２年度決算】寒河江市役所におけるテレワークの推進状況

【令和２年度決算】ふれあい配食サービス事業の提供実績

Pickup.04 【令和２年度決算】子宮頸がんワクチン接種の現況

　
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
パ
ソ
コ

ン
を
職
員
に
配
置
。
情
報
化
推
進
、
能
力
向

上
お
よ
び
他
市
町
村
の
情
報
化
や
新
シ
ス
テ

ム
の
情
報
収
集
を
目
的
と
し
、
様
々
な
情
報

化
フ
ェ
ア
や
セ
ミ
ナ
ー
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
市
職
員
が
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
関
係

の
費
用
と
の
こ
と
だ
が
、
市
職
員
の
テ
レ
ワ

ー
ク
は
ど
の
程
度
推
進
で
き
た
の
か
。

 

答
弁　
昨
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を

受
け
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
様
々
な
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
業
務
の
多
く
は
、
自
宅
か
ら
庁
内
シ
ス
テ

ム
に
ア
ク
セ
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
昨

年
度
は
そ
の
対
応
が
で
き
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
ア
ク
セ
ス
し
な
く
て
も
業
務
を
行
え
る

職
員
の
み
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
事
例
が

あ
り
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
国
を
挙
げ
て
推

奨
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
自
力
で
調
理
が
困
難
な
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
や
老
夫
婦
世
帯
等
の
方
へ
、
週
３

回
昼
食
を
配
達
し
て
い
る
。
平
成
12
年
度
か

ら
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
実
施
し
て

い
る
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
ふ
れ
あ
い
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
令

和
元
年
度
と
令
和
２
年
度
の
実
績
は
。

答
弁　
令
和
元
年
度
実
績
は
登
録
者
数
１
６

４
名
、
配
食
回
数
が
１
３
８
回
、
延
べ
配
食

数
が
１
万
１
１
５
４
食
で
、
同
２
年
度
実
績

は
登
録
者
数
１
８
８
名
、
配
食
回
数
１
４
７

回
、
延
べ
配
食
数
が
１
万
１
８
９
０
食
と
な

り
、
利
用
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
妊
婦
定
期
健
診
や
子
宮
頸
が
ん
検
診
等
の

費
用
の
助
成
と
し
て
受
診
票
を
交
付
す
る
も
の
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
昨

年
厚
労
省
か
ら
対
象
市
民
へ
情
報
提
供
実
施

を
求
め
る
通
知
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
接
種

者
は
増
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
同
接
種
は

本
市
立
病
院
で
受
け
ら
れ
る
の
か
。

答
弁　
同
接
種
件
数
は
、
平
成
30
年
度
は
０

件
、
令
和
元
年
度
は
24
件
、
令
和
２
年
度
は

94
件
と
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
市
立

病
院
で
の
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。
接
種
可
能

な
医
療
機
関
は
決
ま
っ
て
お
り
、
希
望
す
る

指
定
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

認
第
１
号　
令
和
２
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
【
歳
出
第
２
款
中　
情
報
化
推
進
事
業

決
算
額
・
１
８
５
２
万
円 

】

認
第
１
号　
令
和
２
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
【
歳
出
第
３
款
中　

ふ
れ
あ
い
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業　
決
算
額
・
８
３
２
万
４
千
円 

】

認
第
１
号　
令
和
２
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
【
歳
出
第
４
款
中　
妊
婦
健
康
診
査
事

業　
決
算
額
・
２
３
９
９
万
４
千
円 

】

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
国
内
で
毎
年
約
１
万

１
千
人
が
罹
り
、
約
２
８
０
０
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
国
で
は
、
平
成
25
年
に
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
の
対
象

と
し
た
が
、
副
反
応
の
疑
い
に
よ
り
、
同

年
積
極
的
勧
奨
を
中
止
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
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Pickup.05 令和２年豪雨災害の復旧 

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

グ
リ
バ
ー
さ
が
え
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、

想
定
残
土
量
や
工
法
の
変
更
等
に
伴
い
予
算

を
追
加
す
る
も
の
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に
多
額
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
当
初
の
査
定
時
と

の
差
額
の
要
因
は
。

答
弁　
グ
リ
バ
ー
さ
が
え
の
水
面
広
場
に
つ

い
て
は
、
災
害
査
定
時
に
は
水
が
溜
ま
っ
て

い
る
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
水
面
に
ソ
ナ
ー

付
き
無
人
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
て
測
量
を
行
い

ま
し
た
。

　
水
が
引
い
た
後
、
再
度
ス
タ
ッ
フ
を
用
い

て
測
量
し
た
結
果
、
誤
差
が
出
た
も
の
で
す
。

こ
の
水
面
広
場
は
約
７
万
２
千
㎡
あ
り
、
若

干
の
厚
さ
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
も
、
大
き
な

差
と
な
っ
て
出
て
し
ま
う
こ
と
が
要
因
と
な

り
ま
す
。

議
第
45
号　

令
和
３
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
歳
出
第
11
款　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費　

６
８
１
０
万
円 

】 

議会から議長名で国に意見書を提出

　
９
月
定
例
会
の
最
終
日
の
９
月
22
日

に
、
古
沢
清
志
議
員
か
ら
議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
お
よ
び
決
算
特
別
委
員
会
委

員
長
の
辞
任
願
い
が
出
さ
れ
、
同
日
に

両
委
員
会
を
開
催
し
、許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
議
会
運
営
委
員

会
に
お
い
て
委
員
長
が
互
選
さ
れ
、
新

た
に
阿
部
清
議
員
が
委
員
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
に

つ
い
て
は
、
後
日
互
選
さ
れ
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

新
委
員
長
　　
阿
　
部
　
　
　
清

会
派
構
成
の
変
更

寒
政
ク
ラ
ブ

　
　
会

　
長

　
阿

　
部

　
　
　
清

　
　
幹
事
長

　
佐

　
藤

　
耕

　
治

　
　
会

　
計

　
伊

　
藤

　
正

　
彦

　
　※ 

９
月
22
日
付
で
、
寒
政
・
公
明
ク
ラ

ブ
か
ら
古
沢
清
志
議
員
が
退
会
し
た

こ
と
に
伴
い
、
所
属
人
数
お
よ
び
会

派
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

古
沢
清
志
議
員
は
、
所
属
会
派
な
し

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
構
成
の
変
更

　２年産米がこの秋以降に持ち越されれ
ば、３年産米の需給緩和と米価下落、加
えて４年産作付け転換にも上乗せされ、
稲作を根幹とする本県農業への甚大な影
響が懸念される。ついては、持続可能な
水田農業の維持・発展に向け、下記のと
おり強く要望する。

記
　コロナ禍による予期せぬ需要減に対し
て、政府備蓄米の運用改善等あらゆる政
策を総動員した市場隔離の実施、さらに
は倉庫の新設や低温倉庫の改修にかかる
支援等、出来秋に向けた出口対策を強化・
拡充すること 

提出先： 衆議院議長 、参議院議長 、内
閣総理大臣 、財務大臣 、農林
水産大臣

　令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現さ
れるよう、強く要望する。

記
１　 令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、
毎年、社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、
十分な総額を確保すること。 

２　 固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制
度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却資産を含め、断
じて行わないこと。現行の特例措置は今回限りとし、期
限の到来をもって確実に終了すること。

３　 令和３年度税制改正において、固定資産税（土地）の課
税標準額を令和２年度と同額とする負担調整措置につい
ては、令和３年度限りとすること。 

４　 令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動
車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、更なる
延長は断じて行わないこと。

５　 炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を
地方税又は地方譲与税として地方に税源配分すること。 

提出先 ： 衆議院議長 、参議院議長 、内閣総理大臣 、内閣官
房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、経済
再生担当大臣

米の需給調整に関する意見書【抜粋】 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書【抜粋】

二次元バーコードを読み
込むと、意見書全文をご
覧いただけます。
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提出議案と採決結果
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令和３年第３回定例会
議案番号 議　　案　　名 採決結果

人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めることについて
　 令和３年12月31日をもって任期満了となる逸見千鶴氏の後任について、引き続き
同氏を推薦するにあたり、市議会の意見を求めるもの。

同意
(全会一致)

認第１号 令和２年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：319億969万2,286円、歳出：309億2,363万3,073円

認定
(全会一致)

認第２号 令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：37億9,919万402円、歳出：36億8,026万7,019円

認定
(全会一致)

認第３号 令和２年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：５億4,015万356円、歳出：５億3,020万1,116円

認定
(全会一致)

認第４号 令和２年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：44億7,095万9,679円、歳出：43億7,343万9,303円

認定
(全会一致)

認第５号 令和２年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：2,947万9,185円、歳出：1,542万2,992円

認定
(全会一致)

認第６号
令和２年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定につ
いて
　決算額／歳入：68万8,729円、歳出：43万274円

認定
(全会一致)

認第７号
令和２年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について
　決算額／収益的収入：19億8,543万5,039円、支出：19億3,911万7,201円
　　　　　資本的収入：１億995万2,500円、支出：１億5,978万4,248円

認定
(全会一致)

議第４２号
表彰について
　寒河江市表彰条例に基づき、安藤博章氏（産業、経済の振興、発展に貢献）および
　故 鬼海弘雄氏（教育、学芸、体育及び文化の振興に貢献）を表彰するもの。

可決
(全会一致)

議第４３号
令和２年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
　決算額／収益的収入：11億814万8,366円、支出：10億650万3,391円
　　　　　資本的収入：8,808万1,052円、支出：４億5,230万5,415円

可決および認定
(全会一致)

議第４４号
令和２年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
　決算額／収益的収入：15億652万9,644円、支出：14億6,638万9,177円
　　　　　資本的収入：６億2,308万9,740円、支出：11億5,947万5,299円

可決および認定
(全会一致)

議第４５号

令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第５号）
　 ふるさと納税の寄附増加に伴うまちづくり基金への積立金等10億円、
　 令和３年４月の降霜により被害を受けた農家への支援等に係る果樹園芸作物等生
産振興対策事業費6,677万円など、合計12億8,684万７千円を追加。

可決
(全会一致)

議第４６号
令和３年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号）
　 前年度決算等に伴う介護保険給付費準備基金積立金5,156万７千円および償還金
4,595万３千円を追加。

可決
(全会一致)

議第４７号
寒河江市個人情報保護条例の一部改正について
　 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部
改正等に伴い、所要の改正をするもの。

可決
(全会一致)

議第４８号
寒河江市手数料条例の一部改正について
　 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部
改正に伴い、個人番号カードの再交付手数料について所要の改正をするもの。

可決
(全会一致)

Ｐ２，３参照

Ｐ４参照
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議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第４９号
寒河江市チェリーランドに関する条例の一部改正について
　 寒河江市チェリーランド再整備計画に基づく施設の解体（イベント広場、チェ
リードーム）に伴い、所要の改正をするもの。

可決
(全会一致)

議第５０号
西村山広域行政事務組合規約の一部変更について
　 交通災害共済事業の廃止に伴い、西村山広域行政事務組合規約の一部を変更する
もの。

可決
(全会一致)

議第５１号
市道路線の認定について
　 円滑な道路交通の確保と住民生活の向上に資するため、末広町５号線および仲田
４号線の２路線を認定するもの。

可決
(全会一致)

請願第４号 米の需給調整に関する請願 採択
(全会一致)

議会案第８号
米の需給調整に関する意見書の提出について
　 請願第４号採択に伴い、国会および関係行政庁へ意見書を提出するもの。詳細は
Ｐ４参照。

可決
(全会一致)

議会案第９号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出に
ついて
　詳細はＰ４参照。

可決
(全会一致)

　
８
月

20
日　

 

会
派
代
表
者
会
議
、
議
員
懇
談

会
、
議
会
改
革
・
活
性
化
検
討

委
員
会

24
日　
会
派
代
表
者
会
議

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

31
日　

 

第
３
回
定
例
会
（
〜
９
月
22
日
）、

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化

推
進
寒
河
江
市
議
会
議
員
連
盟

役
員
会
、
議
会
広
報
委
員
会

　
９
月

１
日　

 

西
村
山
地
方
開
発
重
要
事
業
要

望
書
提
出

８
日　

 

議
員
政
治
倫
理
審
査
会

９
日　
会
派
代
表
者
会
議

13
日　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

14
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

17
日　
会
派
代
表
者
会
議

21
日　

 

会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
運
営

委
員
会

22
日　
議
会
改
革・活
性
化
検
討
委
員
会

30
日　

 

議
員
政
治
倫
理
審
査
会

　
10
月

１
日　
議
会
広
報
委
員
会

５
日　
会
派
代
表
者
会
議

６
日　
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

８
日　
議
会
広
報
委
員
会

14
日　

 

総
務
産
業
常
任
委
員
会
意
見
交
換
会

20
日　

 

議
員
懇
談
会
、
議
会
改
革
・
活

性
化
検
討
委
員
会
、
厚
生
文
教

常
任
委
員
会
協
議
会

　
11
月

１
日　
県
・
市
町
村
行
政
懇
談
会

４
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
管
内
視
察

８月６日

～

11月４日

　
本
市
議
会
で
は
、
５
月
に
議
会
広
報
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
８
名
の
委
員
で
議
会
だ
よ

り
の
編
集
・
発
行
の
ほ
か
、
時
代
に
即
し
た

広
報
・
広
聴
活
動
へ
の
改
善
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
今
年
度
か
ら
の
２
年
間
で
各
活
動

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
、
現
状
の
問
題
点
の
把
握
や
、
そ
れ
ら
の

改
善
に
向
け
た
方
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
今
後
一
層
「
開
か
れ
た
議

会
」
の
具
現
化
、
そ
し
て
市
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
�
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�
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�
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�
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�広

報
・
広
聴
活
動
の

　
　
改
善
に
向
け
て７月開催のオンライン広報研修会の様子

提出議案と採決結果

令和３年第３回定例会
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①
「
さ
が
え
ル
ビ
ー
紅
秀
峰
」
の
名
前

で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
首
都
圏
な
ど
で
販
売

す
る
予
定
と
し
て
い
た
が
、
結
果
的
に

ど
の
位
の
販
売
数
量
に
な
っ
た
の
か
。

市
長　
紅
秀
峰
は
、
記
録
的
な
不
作
に

加
え
収
穫
時
期
に
高
温
が
続
い
た
た
め
、

着
色
も
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般
の

市
場
流
通
よ
り
も
厳
し
い
規
格
で
厳
選

さ
れ
る
「
さ
が
え
ル
ビ
ー
紅
秀
峰
」
は
、

昨
年
の
10
分
の
１
程
度
と
な
る
１
９
０

㎏
が
首
都
圏
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

②
秋
の
果
物
も
凍
霜
害
や
降
雹
に
よ
る

①
大
災
害
時
や
地
域
の
防
災
訓
練
時
等

に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
防
災
士
の
現
状

や
育
成
、活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　
７
月
末
現
在
、
本
市
で
は
70
名

の
方
が
防
災
士
の
登
録
を
さ
れ
て
お
り

資
格
取
得
に
必
要
な
費
用
な
ど
を
支
援

し
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今

後
、
防
災
訓
練
な
ど
に
御
協
力
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
や
今
後

の
活
用
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
今
年
度
、
南
部
地
区
自
主
防
災

組
織
等
の
役
員
を
対
象
に
作
成
の
た
め

の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
も
各
地
域
に
お
い
て
研
修
会
等
を

実
施
し
、
作
成
と
活
用
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
さ
ら
な
る
利
用

地
域
の
拡
大
や
交
通
費
の
支
援
を

①
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に
あ
た

り
、
白
岩
、
高
松
、
八
鍬
な
ど
に
対
し
、

地
域
の
基
準
や
利
用
基
準
の
緩
和
は
で

き
な
い
か
。

被
害
が
大
き
い
。
中
で
も
、
り
ん
ご
、

ラ・フ
ラ
ン
ス
の
被
害
が
特
に
ひ
ど
い
が

訳
あ
り
品
も
含
め
今
後
の
販
売
戦
略
は
。

市
長　
秋
果
物
に
も
被
害
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
生
育
途
中
の
た
め
、
訳

あ
り
品
が
ど
の
程
度
発
生
す
る
か
現
時

点
で
は
不
明
で
す
。
農
家
の
所
得
を
確

保
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
等
と
協
力
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
用
も
含
め
た
、
販
売

促
進
策
を
検
討
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
今
後
は

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
高
齢
者
か
ら
始
ま

っ
て
低
年
齢
層
に
接
種
し
て
い
る
と
思

う
が
、
８
月
末
で
ど
の
年
齢
層
ま
で
接

種
を
終
え
た
の
か
。

市
長　
１
回
目
は
40
代
後
半
の
方
ま
で
、

２
回
目
は
50
代
後
半
の
方
ま
で
、
小
中

高
校
生
に
つ
い
て
は
、
８
月
27
日
か
ら

接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

②
本
市
の
接
種
は
順
調
に
進
ん
で
い
る

と
思
う
が
、
９
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
予
定
と
希
望
者
全
員
へ
行
き
わ
た

る
の
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

市
長　
ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
等
を
勘
案

し
な
が
ら
年
齢
の
高
い
順
に
接
種
す
る

予
定
で
、
11
月
ま
で
に
、
２
回
目
接
種

が
完
了
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

市
長　
利
用
地
域
の
拡
大
に
向
け
て
は
、

距
離
的
な
基
準
に
の
み
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
各
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生

活
実
態
な
ど
を
踏
ま
え
、
大
局
的
な
視

点
に
立
ち
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度

に
向
け
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
低
年
金
の
高
齢
者
で
、
介
護
や
障
害

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て
、

年
間
で
利
用
で
き
る
交
通
券
の
配
付
な

ど
で
き
な
い
か
。

市
長　
高
齢
者
が
自
宅
に
引
き
こ
も
る

こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
保
て
る
施
策
を
一
層
推
進
し
、

支
援
も
充
実
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
併
せ
て
、
移
動
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
災
害
時
、
市
民
の
命
を
守
る

さ
く
ら
ん
ぼ
の
不
作

秋
の
果
物
に
も
被
害

利用者が増えている市内循環バス

霜害と降雹の被害にあったリンゴ園

太田　芳彦
議員

太田　陽子
議員

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
一
般
質
問
の

動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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宴
会
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
中
止
に
よ
り
、

大
き
な
宴
会
場
の
あ
る
飲
食
店
や
旅
館

が
大
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
近
隣
自

治
体
で
は
、
消
費
者
・
小
売
店
・
飲
食

店
・
生
産
農
家
の
支
援
と
な
る
助
成
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

①
収
穫
体
験
や
屋
外
芋
煮
会
を
修
学
旅

行
等
の
メ
ニ
ュ
ー
に
で
き
な
い
か
。

市
長　
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
農
産
物
、
食
文
化
等
の
魅
力
を
体
験

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
学
校
側
の

実
施
方
針
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
現
在

　
こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
特

定
外
来
生
物
や
害
獣
へ
の
対
策
は
。

市
長　
特
定
外
来
生
物
の
種
類
や
特
徴
、

周
辺
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
で
適
正
に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
で
周

知
し
て
い
き
ま
す
。
有
害
鳥
獣
の
餌
と

な
る
生
ゴ
ミ
の
放
置
や
農
産
物
の
採
り

残
し
を
し
な
い
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

の
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
は
、
受
入
態
勢
を

ど
の
よ
う
に
す
る
か
が
課
題
に
な
り
ま

す
。

②
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の
レ
シ
ピ
活

用
や
冬
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
試
食
販
売
等

新
企
画
を
検
討
す
べ
き
だ
。

市
長　
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
レ
シ
ピ
の
活

用
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
連
携

し
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
感
染

防
止
対
策
の
観
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、

冬
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
活
用
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

動
物
愛
護
を
進
め
致
死
処
分
ゼ
ロ
に

①
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
な
ど
継
続
し
た

啓
発
事
業
を
実
施
す
べ
き
だ
。

市
長　
動
物
を
飼
う
と
き
に
飼
い
主
が

適
正
に
飼
養
し
て
い
く
た
め
の
心
構
え

や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
動
物
愛
護
教
室
の
ネ
ッ
ト
配

信
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
多
頭
飼
育
を
未
然
に
防
止
し
、
地
域

で
温
か
く
対
応
で
き
る
民
間
と
行
政
の

連
携
組
織
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
関
係
機
関
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

早
期
対
応
や
再
発
を
防
止
す
る
上
で
重

要
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
先
進
事
例
や

環
境
省
の
多
頭
飼
育
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

危
険
な
冬
季
の
通
学
路

①
冬
季
の
通
学
路
の
合
同
点
検
実
施
予

定
は
あ
る
か
。

教
育
長　
「
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
年
１
回
の
合
同
点

検
に
加
え
、
状
況
に
よ
り
冬
季
も
随
時

点
検
を
行
い
、
除
雪
で
解
消
で
き
る
も

の
は
情
報
を
道
路
管
理
者
と
共
有
し
迅

速
か
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

②
冬
季
に
長
距
離
を
徒
歩
で
通
う
中
学

生
に
対
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は

で
き
な
い
か
。

教
育
長　
国
で
は
通
学
距
離
を
小
学
校

は
概
ね
４
㎞
以
内
、
中
学
校
は
概
ね
６

㎞
以
内
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
冬
季

の
登
下
校
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
等

公
共
交
通
機
関
の
活
用
な
ど
が
可
能
か

ど
う
か
も
含
め
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
電
車
通
学
を
す
る
学
生
へ
冬
季
の
間
だ

け
で
も
、
駅
ま
で
の
巡
回
バ
ス
や
交
通
費

補
助
な
ど
救
済
措
置
は
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　
事
業
者
が
保
有
す
る
車
両
台
数

に
限
り
が
あ
り
、
ど
の
程
度
の
利
用
が

あ
る
の
か
も
不
透
明
で
見
通
せ
な
い
部

分
が
あ
り
ま
す
。
学
生
の
送
迎
に
対
応

で
き
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
と
い
う

課
題
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
、
今
後
の

交
通
政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
や
害
獣
へ
の
予
防
対
策

伝
統
野
菜
の
地
産
地
消
推
進
で

地
域
経
済
循
環
の
緊
急
対
策
を

“地球上で最悪の侵略的植物”ナガエツルノゲイトウ

シーズンが到来しても静まり返るチェリーランド芋煮広場

渡邉　賢一
議員

月光　裕晶
議員
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①
令
和
２
年
度
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
は
56
億
と
い
う
市
税
全
体
を
上
回
る

大
き
な
金
額
と
な
っ
た
が
、
そ
の
要
因

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
を
受
け
、

本
市
の
特
産
品
を
緊
急
支
援
品
と
し
て

取
り
扱
っ
た
こ
と
、
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
「
巣
ご
も
り
需
要
」
の
影
響
に

よ
り
、
全
国
の
皆
様
か
ら
ご
寄
附
を
い

た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
へ
向
け

て
市
町
同
士
が
連
携
し
、
経
済
の
活
性

化
や
都
市
機
能
の
強
化
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

①
連
携
協
約
の
締
結
が
市
民
生
活
に
ど

う
直
結
し
影
響
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ス
に
作
用

す
る
面
が
多
い
と
考
え
て
お
り
、
連
携

す
る
市
町
が
、
互
い
に
利
益
を
享
受
で

き
る
関
係
構
築
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

②
山
形
市
で
は
24
時
間
健
康
・
医
療
相

談
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
が
寒
河
江
市
も
参

加
で
き
な
い
の
か
。

市
長　
住
民
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る

重
要
な
分
野
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
、

１
市
２
町
（
山
形
市
、
山
辺
町
、
中
山

町
）
で
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を

７
市
７
町
の
圏
域
全
体
に
拡
大
し
、
広

く
住
民
の
不
安
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
、

連
携
協
議
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
令
和
２
年
度
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
全
国

的
な
特
殊
事
情
や
、
本
市
の
返
礼
品
の

状
況
を
勘
案
す
る
と
現
場
の
目
標
数
値

と
し
て
は
、
40
億
前
後
が
妥
当
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
令
和
２
年
度
の
寄
附
実
績
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
支
援
品
等
を
除

く
と
、
前
年
度
と
同
程
度
の
約
45
億
円

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、
新

し
い
返
礼
品
等
の
開
発
を
し
な
が
ら
、

各
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
決
算
の
概
要 

　
令
和
２
年
度
決
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
事
の
な
い
内
容
と
な
っ
た
。コ
ロ

ナ
対
応
初
年
度
の
決
算
内
容
を
総
括
し

て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い
る
か
。

市
長　
令
和
２
年
度
は
感
染
症
へ
の
対

応
や
豪
雨
災
害
に
よ
る
例
年
に
な
い
支

出
が
生
じ
、
歳
出
の
決
算
額
は
過
去
最

大
規
模
に
な
り
ま
し
た
が
、
歳
出
削
減

に
も
努
め
た
結
果
、
各
種
の
財
政
指
標

は
改
善
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
感
染

症
の
影
響
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
効
果
的
な
執
行
に
よ
る
歳
出

の
削
減
を
進
め
、
よ
り
一
層
の
健
全
財

政
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

　
気
候
変
動
を
食
い
止
め
る
た
め
の
環

境
問
題
解
決
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
。

①
排
出
量
、
吸
収
量
も
含
め
た
二
酸
化

炭
素
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の
認
識
を
伺
う
。

市
長　
本
市
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
は

排
出
量
の
約
５
％
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
推
進
し
排
出
量
を
大
幅
に
削
減

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

②
市
民
が
排
出
量
削
減
に
貢
献
す
る
に

は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
か
。

市
長　
個
人
が
で
き
る
排
出
量
削
減
に

つ
き
ま
し
て
は
環
境
省
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）」

と
い
う
省
エ
ネ
製
品
へ
の
買
換
え
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
等
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
本
市
に
お
い
て
も
、
周

知
・
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想

ふ
る
さ
と
納
税 

脱炭素社会に向けた取り組み

寒河江の魅力全国へ(寒河江の宝　返礼品)

柏倉　信一
議員

古沢　清志
議員
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経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
る
税
収
減
と
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
や
各
種
支
援
、
災

害
復
旧
の
た
め
の
支
出
増
と
い
う
二
重

苦
と
な
っ
た
令
和
２
年
度
。
こ
う
い
っ

た
不
測
の
事
態
が
起
こ
ろ
う
と
も
、
地

域
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
り
、
そ
し

て
満
足
度
を
高
め
て
幸
せ
を
も
た
ら
す

こ
と
が
行
政
の
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
を

支
え
る
確
固
た
る
財
政
運
営
が
必
要
だ
。

①
令
和
２
年
度
決
算
に
お
け
る
法
人
市

民
税
の
減
少
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
ど
の
程
度
か
。

市
長　
令
和
２
年
度
の
法
人
市
民
税
の

決
算
額
は
約
２
億
８
千
万
円
で
令
和
元

年
度
と
比
較
す
る
と
約
７
千
万
円
減
少

し
て
お
り
、
令
和
元
年
10
月
よ
り
法
人

税
割
額
の
税
率
が
11
・
９
％
か
ら
８
・
４

％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
減

少
が
約
３
５
０
０
万
円
、感
染
症
の
影
響

に
よ
る
と
見
ら
れ
る
減
少
や
徴
収
猶
予

が
約
３
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
本
県
経
済
は
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
と

の
事
だ
が
、
令
和
２
年
度
決
算
お
よ
び

①
デ
ル
タ
株
の
影
響
に
よ
り
市
内
の
経

済
活
動
に
甚
大
な
被
害
が
及
ん
で
い
る
。

事
業
継
続
や
雇
用
維
持
の
た
め
の
資
金

と
し
て
給
付
金
等
の
追
加
経
済
対
策
が

必
要
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。 

市
長　
昨
年
後
半
か
ら
「
緊
急
事
業
継

続
給
付
金
」
な
ど
、
切
れ
目
な
く
各
種

緊
急
経
済
対
策
を
講
じ
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
近
々
、
料
理
飲
食
業
組
合
、

温
泉
協
同
組
合
、
旅
行
業
協
会
か
ら
の

要
望
を
受
け
る
予
定
で
あ
り
、
困
っ
て

い
る
業
種
を
広
く
支
援
し
て
い
け
る
よ

う
、お
話
を
伺
い
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
「
チ
ェ
リ
ン
ペ
イ

商
品
券
」
が
実
施
さ
れ
た
が
、
ご
高
齢

の
方
々
か
ら
「
我
々
に
は
買
え
な
い
」

と
多
く
聞
こ
え
て
く
る
。
従
来
の
紙
に

よ
る
商
品
券
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
こ
の
事
業
は
、
市
内
の
商
店
等

が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
新
し
い
生
活
様

式
へ
の
対
応
を
助
長
し
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
活
用
で
の
同
様
の
事
業
は
全
国
で

現
状
か
ら
勘
案
し
て
、
当
面
厳
し
い
財

政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
編

成
が
は
じ
ま
る
令
和
４
年
度
予
算
は
、

ど
の
よ
う
な
考
え
で
編
成
に
あ
た
る
の
か
。

市
長　
歳
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
厳

し
い
状
況
で
の
予
算
編
成
に
な
り
ま
す

の
で
、
歳
出
に
つ
い
て
は
効
果
的
な
執

行
に
よ
る
歳
出
の
削
減
を
進
め
健
全
財

政
を
維
持
し
、
し
か
し
な
が
ら
守
り
に

入
る
だ
け
で
は
な
く
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
元
気
を
取
り
戻
し
人
口
減
少
対

策
や
デ
ジ
タ
ル
化
等
、
未
来
を
切
り
開

く
取
り
組
み
を
進
め
、
市
民
や
子
ど
も

た
ち
が
希
望
を
実
感
で
き
る
予
算
編
成

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
０
０
を
超
え
る
自
治
体
で
導
入
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
成
果
や
課
題
等

を
整
理
し
、
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
年
末

年
始
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
寒
河
江

を
め
ざ
し
て

　
今
年
４
月
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
補
助
金

制
度
が
施
行
さ
れ
た
が
、
子
ど
も
や
女

性
、
高
齢
者
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
ど
の
よ
う
に
推
し

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長　
犯
罪
抑
止
に
効
果
が
あ
る
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で 

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
効
果
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も

配
慮
し
な
が
ら
、
必
要
な
場
所
へ
設
置

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
５
波
に
よ
り
再
び
危
機
的
状
況
に

あ
る
市
内
企
業
へ
追
加
支
援
を

災
害
や
感
染
症
等
、
ど
ん
な
不
測
の

事
態
に
も
対
応
で
き
る
財
政
運
営
を

どんな時代でも、住民が幸せを感じる行財政運営に

後藤健一郎
議員

安孫子義徳
議員

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
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本
市
農
業
委
員
会
広
報
誌
『
い
き
い

き
』
（
№
77
）
に
令
和
２
年
度
遊
休
農

地
の
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。
本
市
内

８
地
区
の
合
計
が
49
万
４
１
８
０
㎡
と

の
こ
と
。
資
源
小
国
ニ
ッ
ポ
ン
と
し
て

は
誠
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

本
市
内
の
太
陽
光
発
電
へ
の
助
成
策
と

蓄
電
機
器
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
遊
休
農
地
を
利
用
し
た
太
陽
光

発
電
設
備
を
対
象
と
す
る
市
単
独
の
補

助
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
に
お
い

　
令
和
３
年
８
月
10
日
に
政
治
倫
理
調

査
請
求
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

請
求
内
容

調
査
対
象
議
員

　
　
　
　
國　
井　
輝　
明　
議
長

　
　
　
　
伊　
藤　
正　
彦　
副
議
長

　
　
　
　
古　
沢　
清　
志　
議
員

調
査
請
求
議
員

　
　
　
　
渡　
邉　
賢　
一　
議
員

　
　
　
　
荒　
木　
春　
吉　
議
員

　
　
　
　
太　
田　
芳　
彦　
議
員

　
　
　
　
鈴　
木　
み
ゆ
き　
議
員

調
査
請
求
対
象
事
由

　
寒
河
江
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

第
３
条
第
１
項
第
１
号
違
反
（
品
位
ま

た
は
市
民
の
信
頼
を
損
な
う
行
為
）

調
査
請
求
理
由

　
國
井
輝
明
議
長
と
伊
藤
正
彦
副
議
長

が
、
古
沢
清
志
議
会
運
営
委
員
長
の
長

男
が
経
営
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
雇
用
等
の
利
益
供
与
を
受
け
て
い

る
こ
と
は
、
市
民
か
ら
疑
念
を
持
た
れ

る
行
為
で
あ
り
、
議
会
に
対
す
る
信
頼

を
失
墜
さ
せ
る
行
為
で
は
な
い
か
。

て
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

促
す
事
業
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
蓄
電
池

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

は
18
件
、
令
和
２
年
度
は
17
件
、
今
年

度
は
８
月
末
現
在
で
20
件
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

教
育
問
題

　
今
春
の
５
月
27
日
に
小
学
６
年
・
中

学
３
年
生
対
象
の
全
国
学
力
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
休
校
等
に

よ
り
大
変
な
状
況
と
把
握
し
て
い
る
。

９
月
１
日
の
新
聞
等
に
文
科
省
公
表
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
市
内
小
中
学
校
の

現
況
分
析
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
学
力
充

実
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
本
市
の
状
況
は
、
国
語
の
平

均
正
答
率
を
全
国
と
比
較
し
ま
す
と
、

小
学
校
が
２
．
３
ポ
イ
ン
ト
、
中
学
校

が
２
．
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
お
り
、

算
数
・
数
学
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
は

０
．
２
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
中
学
校
は

０
．
８
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
と
の
比
較
で
は
、
小
・
中
学

校
全
教
科
で
上
回
り
ま
し
た
。
学
力
改

善
の
要
因
に
は
、
中
学
校
区
毎
の
小
中

連
携
の
取
り
組
み
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

審
査
会
設
置

　
寒
河
江
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

第
６
条
お
よ
び
同
第
７
条
の
規
定
に
よ
り

審
査
会
を
設
置
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
委
員

　
後
藤
健
一
郎
委
員
長
、
沖
津
一
博
副

委
員
長
、
太
田
陽
子
委
員
、
安
孫
子
義

徳
委
員
、
佐
藤
耕
治
委
員
、
柏
倉
信
一

委
員審

査
会
経
過

○
第
１
回
審
査
会
（
９
月
８
日
）

　

 　
正
副
委
員
長
互
選
、
調
査
請
求
内

容
確
認
等

○
第
２
回
審
査
会
（
９
月
30
日
）

　

 　
調
査
請
求
の
適
否
審
査
に
か
か
る
、

請
求
者
お
よ
び
請
求
対
象
者
へ
の
事

情
聴
取

○
第
３
回
審
査
会
（
10
月
６
日
）

　
　
調
査
請
求
の
適
否

審
査
会
結
果

　
本
請
求
に
よ
る
調
査
実
施
の
適
否
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
が
、
全
員
一
致

と
な
ら
ず
、
否
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
違
反
の
有
無
や
請
求
対
象
者

へ
の
措
置
に
つ
い
て
は
審
査
せ
ず
終
結

し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電

太陽光発電の要は蓄電装置

荒木　春吉
議員

政
治
倫
理
審
査
会

審査の詳細等はこちらから



市議会からのご案内

12市議会だより 2021.11. ５

12月定例会の請願・陳情の締め切りは、
　11月24日(水)の正午です。

議会の傍聴について
　本会議等の傍聴については、新型コロナウ
イルス感染症の拡大状況により、ご遠慮いた
だく場合があります。また、市議会ホーム
ページでは、インターネットによる本会議等
のライブ中継、録画映像の配信を行っていま
すので、ぜひご覧ください。

議会だよりモニターを募集します！
　寒河江市議会では、広報・広聴活動の一環として、議会だよりのより一層の充実を図るた
め、この度議会だよりへの提言やご意見をお伺いする「議会だよりモニター」を募集するこ
とに致しました。皆様のご応募をお待ちしております。

主な活動内容 「さがえ市議会だより」を読み、アンケートに回答・意見を記載し返送して
いただきます。

任　　　期 【令和３年度モニター】令和３年12月１日～令和４年３月31日

対　　　象
次に掲げる要件のいずれにも該当する寒河江市民の方。 
　⑴　 議会が行う広報編集活動に深い関心を持ち、公正な社会的見識を有す

る方
　⑵　国及び地方公共団体の議会の議員、または本市職員でない方 

募 集 定 員 10人以内（応募者多数の場合は先着順となります）

申 込 方 法

募集詳細や申込書
ダウンロードは
こちらから

　申込書（※）に必要事項を記入いただき、郵送、ＦＡＸ、メールで下記まで
ご応募ください。
　※ 申込書は、市役所、ハートフルセンター、フローラSAGAE、文化センター等

に設置しているほか、市議会ホームページからもダウンロードできます。
【申込締切】令和３年11月22日（月）必着
【申 込 先】寒河江市議会事務局
　　　　　　〒991-8601　寒河江市中央1丁目９番45号
　　　　　　電話：0237-85-1899　ＦＡＸ：0237-86-2997
　　　　　　E-mail:gikai@city.sagae.yamagata.jp

　史上初の大会延期、コロナ禍での開催、
無観客、そして史上最多のメダル獲得とい
うかつてない形で終わった2020東京オリン
ピック・パラリンピック。無観客の会場に
は、選手やコーチの声だけが響いていた。
競技、社会、そして自分と向き合い続けた
選手たちは、どれだけの努力を重ねてきた
のだろうか。10代の選手が活躍したスケー
トボード競技では、『真夏の大冒険！ゴン
攻め！ビッタビタ！』という流行語まで生
んだ。
　寒河江は全国的に見ても最大級の規模を
誇るスケートパークを有している。このス
ケートパークから世界へと羽ばたきオリン
ピックで活躍できる選手が輩出できればと
願うものである。 （安孫子）

12月定例会の日程（予定）
11月30日 本会議（議案上程、説明）
12月３日 本会議（一般質問）
12月８日 本会議（一般質問）
12月９日 本会議（質疑）、予算特別委員会、

各委員会・分科会
12月10日 各委員会・分科会
12月15日 予算特別委員会、本会議（採決）
※いずれも午前９時30分開会予定です。
※ 日程は変更になる場合がありますので、詳
細は議会事務局（☎85-1899）にお問い合
わせください。

❖❖❖ 寒河江市議会広報委員会 ❖❖❖

編 集 後 記

委員長　荒木　春吉
副委員長　安孫子義徳
　　　　太田　陽子
　　　　月光　裕晶

後藤健一郎
佐藤　耕治
阿部　　清
沖津　一博

■
発
行
　
寒
河
江
市
議
会
　
■
編
集
　
寒
河
江
市
議
会
広
報
委
員
会
　

■
印
刷
　
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社
　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


